
・災害による被害の軽減

・効果的、効率的な防災対策

台風中心位置の72時間先の予報誤差* を、H17年までにH12年と比べ約20％

改善し、360㎞にする。 * 当該年を含む過去3年間の平均

なお、72時間予報の改善は予報技術を代表するものであり、

24時間予報、48時間予報の改善状況は次ページのとおり。

台風予報の精度（台風中心位置の予報誤差）

360km(H17年）

374km(H15年）

443km(H12年）

（目標値）
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台風中心位置の予報精度
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台風中心位置の予
報誤差（km）

７２時間予報
（３年平均）

４８時間予報
（３年平均）

２４時間予報
（３年平均）

１７年目標
（72時間予報）

１７年目標
  ３６０km
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大雨警報のための雨量予測精度

指標：

20km格子毎に、３時間先までの合計雨
量の予測値と実況値の比率を指標とする
（目標値：0.57）。

　ただし、対象とする事象は、予測値と実況値
の合計が30mm以上の降水　（左図赤線内の領
域）

土砂災害・水害対策等の防災活動

３時間先までの雨量予測値精度を１４％改善

平成１３年　　平成１４年　　平成１５年．．．．．　平成１８年

０．５０

０．５８
０．５７０．６４

目標値
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降雨に関する情報の充実・改善降雨に関する情報の充実・改善

レーダー全国合成

雨域移動情報

降水ナウキャスト降水ナウキャスト

観測直後から１０分間隔で

１時間後までの雨量の予測情報

防災体制
立ち上げの
迅速化

住民の迅
速な避難

都市部を中心とした洪水・浸水等の急激に発生する豪雨による被害の軽減

10分毎に計算
　　(急激に発達した降水に即応)

・観測 3 分後までに出力
・GIS等高度利用対応のた　
　め基準地域メッシュ

（レーダー）

（アメダス）

10分後

20分後

30分後

40分後

50分後

60分後

ー降水ナウキャストについてー

　４
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気象台

雨量実況

雨量予測

都道府県

水位実況

水位予測
オンライン接続

気象部分の

洪水予報文案

水位部分の

洪水予報文案

データ交換

洪水予報文作成

共　同　で　発　表

報道機関
その他の
行政機関

一般住民

その他の
行政機関

市町村等

水防団等

豪雨水害対策のための気象情報の改善（平成15年度の実績）

共同洪水予報の仕組み 共同洪水予報の実施

平成１４年度

　愛知県（１河川）

　岐阜県（２河川）

　静岡県（２河川）

平成１５年度：

　青森県（２河川） 　大阪府（４河川）　
　山口県（２河川）　新潟県（１河川）

　和歌山県（２河川）　岐阜県（１河川）



土砂災害対策のための防災気象情報の改善土砂災害対策のための防災気象情報の改善

土砂災害警戒情報 土砂災害警戒情報試行の実施

（平成（平成1515年度の実績）年度の実績）

平成１５年度：

　愛知県、三重県、

和歌山県、島根県、熊本県

平成１４・１５年度

　神奈川県、兵庫県、

長崎県、鹿児島県

□□県土砂災害警戒情報第×号 　　　平成△△年□月□日□時□分
△△県　△△地方気象台　共同発表

警戒対象市町村：○○市、××町、△△村
今後2時間以内に、大雨による土砂災害の危険度が非常に高くなる見込みです。
土砂災害危険箇所及びその周辺では厳重に警戒して下さい。警戒対象市町村

での今後３時間以内の最大1時間雨量は多いところで60mmです。

問い合わせ先
○○○-○○○-○○○○(□□県砂防課)
×××-×××-××××(□□地方気象台)

20km/h

30km/h

実況強雨域
（1時間30mm以上）

△△地震の際に震度4
以上となった地域

凡例

発表対象市町村

長さは1時間の
移動距離に対応

６



市町村

都道府県消防
防災部局

地方気象台等

一般住民

きめ細かな図形式による
火災気象通報の提供

火災気象通
報の伝達

効果的な火災予防対策に向けた連携

＊火災気象通報の高度化のための消防庁・気象庁連携
＊地方自治体（消防本部）と気象台の観測データ共有による
　　きめこまかな図形式通報の実現

-

消防法に基づく

火災警報の発表等

防災行政無線等
による周知

火災予防の実施

赤が本施策による新規部分

防災情報提供装置

消防本部

消防本部観測データの提供

火災関連気象情報閲覧

○○県では、火災の発生しやすい気象状況が予想
されます。

実効湿度５０％以下で、最小湿度が２５％以下にな
ると予想されます

平成１５年１０月２１日
○○地方気象台

○○県火災気象通報

注意対象地域の絞り込み
注意対象地域が一目でわかる
図情報の提供

現在

連携後

林野火災等の予防対策のための気象通報の改善
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勝浦

帯広

留萌

室蘭

河口湖

高松

酒田

高田

熊谷

水戸

福井

与那国島

熊本

平戸

延岡

厳原

高知

名瀬

南大東島

市来

美浜

鳥取

宮古

名古屋

静岡

尾鷲

大分

屋久島

浜田

清水

気象資料総合
処理システム
（COSMETS)

局地現象に対する

　・数値予報の精度向上

　・監視の高度化

ウィンドプロファイラによる高層風観測

予測値

ウィンドプロファ
イラを不使用　　
強雨域が　　　
北にずれて　　
いる

予測値

ウィンドプロファ
イラを使用　

強雨域の　　　
対応が良い

実況観測値

中央監視局（本庁）

青：１mm以上　　緑：10mm以上　　黄：30mm以上

帯広観測局

静岡観測局

８

八丈島
（平成15年6月運用開始）



気象警報等の発表する二次細分区域

　気象庁では、地方自治体における防災活動を支援するため、きめ細かな防災気象情報の発表を推進している。
注警報区域についても細分化を進めており、平成１５年度は以下のとおり実施した。

362356294226213

平成15年度末平成14年度末平成13年度末平成12年度末平成11年度末

最近の全国の二次細分区域数の変遷

（旧）細分区域

全国の二次細分区域数

細分化した予報区数

362－294

5555以上47

平成15年度末実績平成15年度目標平成13年度末

（新）細分区域

地方自治体の防災担当者

適切な
意志決定

的確な
状況判断

適切な
防災活動

福岡県の例
き
め
細
か
な
防
災
情
報
の
発
表

～

気
象
庁
の
役
割

～
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